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の
内
容
も
問
題
が
少
な
く
な
い
と
感
じ
ま

し
た
が
、
何
よ
り
恐
ろ
し
い
の
は
、
周
囲
に

多
く
の
別
の
力
士
が
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
暴

力
を
止
め
る
者
が
な
か
な
か
現
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
酒
席
で
、
無
抵
抗
の
後
輩
を
、

拳
や
平
手
だ
け
で
は
な
く
そ
の
場
に
あ
る

物
品
ま
で
用
い
て
多
数
回
殴
り
つ
け
る
と
い

う
行
為
が
眼
前
で
行
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
そ
れ
が
し
ば
ら
く
の
間
漫
然
と
受
け

止
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
態
は
異
常
と
い

う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
翻
っ
て
我
々
の
社
会
で
も
、
目
上
の
者
に

　
年
が
明
け
、
ま
だ
来
ぬ
春
が
待
ち
遠
し

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
も
、
大
変
予
測
困
難
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
か
つ
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
っ
て

開
催
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
を
始
め
と

し
て
、
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
が
世
間
を
賑
わ
せ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
個
人
的
に
は
（
本
便

り
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
時
点
に
お
い
て

も
お
そ
ら
く
収
束
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
）
力
士
に
よ
る
傷
害
問
題
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
危
機
管
理
委
員
会
に

よ
る
中
間
報
告
も
加
害
力
士
の
引
退
会
見

よ
り
明
ら
か
に
誤
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
れ
を
止
め
る
者
が
い
な

い
と
い
う
現
象
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
決
し
て

少
な
く
な
く
、
む
し
ろ
日
常
茶
飯
事
と
す

ら
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
弁
護
士
の

場
合
、
何
よ
り
難
し
い
の
は
依
頼
者
と
の

関
係
で
す
。
依
頼
者
か
ら
報
酬
を
い
た
だ
い

て
代
理
人
や
弁
護
人
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
我
々
弁
護
士
の
主
た
る
業
務
で
す
が
、

依
頼
者
の
そ
の
と
き
ど
き
の
意
向
だ
け
に

着
目
し
て
活
動
す
る
と
結
果
と
し
て
依
頼

者
が
不
利
益
を
被
る
事
態
と
な
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
と
き

に
は
依
頼
者
に
対
し
て
専
門
家
と
し
て
の
立

場
か
ら
厳
し
い
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
労
働

問
題
で
は
、
依
頼
者
が
経
営
者
側
で
あ
って

も
労
働
者
側
で
あ
っ
て
も
行
き
過
ぎ
た
権

利
主
張
を
諌
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
し
、
刑
事
弁
護
で
は
被
告
人

の
意
向
と
弁
護
士
倫
理
と
の
緊
張
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
依
頼
者
と
の
信

頼
関
係
構
築
と
適
切
な
助
言
は
永
遠
の

テ
ー
マ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
個
人
的
な
話
で
恐
縮
で
す
が
、

私
は
今
年
の
四
月
で
四
十
歳
に
な
り
ま
す
。

本
来
四
十
歳
で
あ
れ
ば
「
不
惑
」、
考
え

方
や
生
き
方
に
迷
い
が
な
い
状
態
に
至
る
べ

き
な
の
で
す
が
、
ま
だ
公
私
と
も
に
迷
い
が

多
く
、
あ
と
三
か
月
ほ
ど
で
そ
の
域
に
達

す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
よ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
な
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

事
務
所
ス
タ
ッ
フ
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本
年
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
、
延
べ
面
積
二

〇
〇
〇
㎡
以
上
の
非
住
宅
の
新
築
な
ど
を

対
象
に
、
「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
に
係
わ

る
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義
務
化
さ
れ

た
。

　
こ
の
法
が
生
ま
れ
た
背
景
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

が
一
層
切
迫
し
て
き
た
こ
と
。
ま
た
産

業
・
運
輸
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
減
少

す
る
中
、
建
築
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

著
し
く
増
加
し
、
現
在
で
は
全
体
の
三
分

の
一
を
占
め
て
い
る
こ
と
。
以
上
の
こ
と

か
ら
建
築
の
省
エ
ネ
対
策
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
き
た
。

　
省
エ
ネ
基
準
と
は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
設
計
値
が
基
準
値
を
下
回
れ
ば
よ

い
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
」
と
は 

空
調
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
外
壁
、
窓
等

の
断
熱
化
に
よ
り
空
調
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
削
減
可
能
）
、
換
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
、
照
明
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
給
湯

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
昇
降
機
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
、
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量 

（
Ｏ
Ａ
機
器
等
）
の
合
計
か
ら
太
陽

光
発
電
設
備
等
に
よ
る
創
エ
ネ
量
を
引
い

た
も
の
を
言
う
。

　
建
物
省
エ
ネ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、

外
壁
、
窓
等
を
通
し
て
の
熱
の
損
失
防
止

を
す
る
。
空
調
、
照
明
等
の
設
備
は
、
同

じ
効
用
（
室
温
、
明
る
さ
等
）
を
得
る
た

め
に
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え

る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
等
に
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
化
石
燃
料

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
抑
え
る
こ

と
が
掲
げ
ら
れ
る
。

　
実
際
の
設
計
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
各
室
の
外

皮
・
設
備
仕
様
等
を
詳
細
に
入
力
し
計
算

す
る
の
だ
が
、
建
物
の
建
っ
て
い
る
地
域

（
風
土
）
、
固
有
な
デ
ザ
イ
ン
、
膨
大
な

建
築
材
料
を
考
え
る
と
大
変
な
作
業
と
な

る
。

　
こ
の
法
は
住
宅
を
含
め
て
対
象
は
段
階

的
に
拡
大
す
る
。
住
宅
に
つ
い
て
は
、
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
標
準
的
な
新
築
住
宅

で
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
新
築
住
宅
の
平

均
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
の
実
現
を
目
指
す
。
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

新
築
公
共
建
築
物
等
で
、
二
〇
三
〇
年
ま

で
に
新
築
建
築
物
の
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ

ル
）
を
実
現
す
る
。

　
自
動
車
は
燃
費
を
考
え
て
き
た
が
、
建

物
も
燃
費
を
考
え
る
時
代
と
な
っ
て
き

た
。
省
エ
ネ
建
物
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
は
上
が
る
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

下
が
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
比

較
す
れ
ば
建
築
主
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

　
今
後
、
我
々
建
築
意
匠
設
計
を
業
と
す

る
設
計
事
務
所
は
建
築
材
料
・
設
備
だ
け

で
省
エ
ネ
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
建
築

デ
ザ
イ
ン
に
省
エ
ネ
を
反
映
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
省
エ
ネ
法
の
数
値
に
は
表
れ

な
い
が
、
建
物
の
中
に
自
然
の
風
、
光
を

取
り
入
れ
、
心
地
よ
い
空
間
を
つ
く
り
、

空
調
に
頼
ら
な
い
建
物
を
設
計
し
て
い
く

の
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

　
現
在
、
い
わ
ゆ
る
「
法
曹
」
と
呼
ば
れ

る
裁
判
官
、
検
察
官
及
び
弁
護
士
は
、
法

律
実
務
家
と
し
て
社
会
に
出
る
前
の
一
年

間
、
司
法
修
習
生
と
し
て
実
務
研
修
を
行

い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
平
成
二
九
年
四
月
一
九
日
、
司
法
修

習
生
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
す
る
改
正

裁
判
所
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正

法
は
、
同
年
一
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、

七
一
期
司
法
修
習
生
か
ら
適
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
修
習
給
付
金
の
種
類
に
は
、
基
本
給
付

金
、
住
居
給
付
金
（
家
賃
相
当
分
）
及
び

移
転
給
付
金
（
引
越
費
用
相
当
分
）
が
あ

り
ま
す
（
裁
判
所
法
六
七
条
の
二
第
二

項
）
。
そ
し
て
、
基
本
給
付
金
と
し
て
月

額
一
三
万
五
〇
〇
〇
円
（
司
法
修
習
生

の
修
習
給
付
金
の
給
付
に
関
す
る
規
則
二

条
一
項
）
、
住
宅
給
付
金
と
し
て
月
額
三

万
五
〇
〇
〇
円
（
同
規
則
四
条
二
項
）
、

移
転
給
付
金
と
し
て
「
最
高
裁
判
所
の
定

め
る
路
程
に
応
じ
た
別
表
の
定
額
に
よ
る

建
物
の
省
エ
ネ

有
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社
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総
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設
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一
級
建
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士
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司
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習
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用

　給
費
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の
概
要

弁
護
士

　松
村
真
幸

寄稿

額
」
（
同
規
則
一
〇
条
。
群
馬
│
東
京

間
の
場
合
は
約
五
万
円
）
が
そ
れ
ぞ
れ
支

給
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
実
家
を
離
れ
、
ア
パ
ー

ト
を
借
り
て
司
法
修
習
に
臨
む
司
法
修
習

生
に
は
、
毎
月
一
七
万
円
の
修
習
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
司
法
修
習
費
用
給
費
制
が
初
め
て
成
立

し
た
の
は
、
約
七
〇
年
前
の
昭
和
二
二
年

に
ま
で
遡
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
裁

判
員
制
度
の
導
入
、
法
曹
人
口
の
拡
大
等

に
伴
い
、
財
政
負
担
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
と
し
て
平
成
二
三
年
に
一
度
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
廃
止
後
は
、
修
習
資
金
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
る
貸
与
制
に
移
行
し
、
新

六
五
期
か
ら
七
〇
期
ま
で
の
司
法
修
習
生

の
多
く
は
、
修
習
資
金
を
国
か
ら
借
り
て

司
法
修
習
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
他
か
ら
生
活
費
な
ど
を
賄
え
る
の
で
あ

れ
ば
修
習
資
金
を
借
り
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
司
法
修
習
生
に
は
修
習
専

念
義
務
（
裁
判
所
法
六
七
条
二
項
）
が
課

さ
れ
て
い
る
た
め
、
私
が
司
法
修
習
生
の

頃
は
、
原
則
的
に
兼
業
が
禁
止
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
司
法
修
習

に
臨
む
た
め
に
は
、
修
習
資
金
を
借
り
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
改
正
裁
判
所
法
に
よ
り
、
七
一
期
司
法

修
習
生
か
ら
は
経
済
的
支
援
と
い
う
側
面

か
ら
よ
り
司
法
修
習
に
専
念
で
き
る
環
境

は
整
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
六
五
期
か

ら
七
〇
期
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
谷
間
の
世

代
」
の
救
済
が
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
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第
一

　は
じ
め
に

　「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」、

い
わ
ゆ
る
個
人
情
報
保
護
法
は
平
成
一
五

年
五
月
二
三
日
に
成
立
し
ま
し
た
が
、
そ

の
成
立
か
ら
一
〇
年
以
上
を
経
て
個
人
情

報
保
護
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。改
正
さ

れ
た
個
人
情
報
保
護
法
は
、
平
成
二
九
年

五
月
三
〇
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
改
正
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
規
制

の
対
象
者
で
な
か
っ
た
企
業
・
団
体
・
医

療
機
関
等
を
規
制
の
対
象
者
と
す
る
改
正

も
含
ま
れ
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、い
く
つ
か

の
改
正
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
個
人
情

報
保
護
法
改
正
に
よ
り
、
ど
の
点
が
変

わ
っ
た
か
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
立
場

か
ら
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
べ
き
か
を

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二

　個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
点

一【
改
正
点
①
】

病
院
や
介
護
施
設
等
も
個
人
情
報
保
護

法
の
規
制
の
対
象
者
と
な
っ
た
こ
と

　
改
正
前
は
五
〇
〇
〇
人
以
下
の
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
者
は
個
人
情
報
保
護
法
の

規
制
の
対
象
外
で
し
た
。具
体
的
に
は
、
病

院
や
介
護
施
設
等
は
、取
り
扱
う
個
人
情
報

が
五
〇
〇
〇
人
以
下
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

個
人
情
報
保
護
法
の
規
制
の
対
象
外
と
な

る
こ
と
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、改
正
後
は
、五
〇
〇
〇
人
以
下

の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
者
を
個
人
情
報

保
護
法
の
規
制
の
対
象
外
と
す
る
旨
の
規

定
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
ほ
と
ん
ど
の
企
業
・
団
体
・
医
療
機
関
等

が
個
人
情
報
保
護
法
の
規
制
を
受
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

二【
改
正
点
②
】

要
配
慮
個
人
情
報
の
新
設

　
改
正
に
よ
り
、
本
人
に
対
す
る
不
当
な

差
別
や
偏
見
等
の
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
情

報
に
つ
い
て
、「
要
配
慮
個
人
情
報
」と
い

う
類
型
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
（
個
人
情
報

保
護
法（
以
下
、「
法
」と
い
い
ま
す
。）二
条

三
項
）。具
体
的
に
は
、
人
種
、
信
条
、
社
会

的
身
分
、
病
歴
、
犯
罪
の
経
歴
、
犯
罪
に
よ

り
害
を
被
っ
た
事
実
等
そ
の
取
扱
い
に
特

に
配
慮
を
要
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定

め
る
記
述
等
が
含
ま
れ
る
個
人
情
報
が
要

配
慮
個
人
情
報
と
さ
れ
ま
す
。

　
要
配
慮
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
本
人
の
同
意
を
得
て
取
得
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す（
法
一
七
条
二
項
）の

で
、こ
の
点
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

三【
改
正
点
③
】

匿
名
加
工
情
報
の
新
設

　
改
正
に
よ
り
、
匿
名
加
工
情
報
と
い
う

類
型
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
個

人
情
報
を
加
工
し
た
個
人
に
関
す
る
情
報

で
、
当
該
個
人
情
報
を
復
元
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
等
が
匿
名
加
工
情
報
に
あ

た
り
ま
す（
法
二
条
九
項
）。

　
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
の
規
定
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
（
法
三
六
条
〜
三
九
条
）

が
、
匿
名
加
工
情
報
に
つ
い
て
は
利
用
目

的
の
特
定
や
利
用
の
際
に
本
人
の
同
意
を

求
め
る
規
定
は
な
い
た
め
、
法
二
条
一
項

の
個
人
情
報
と
比
べ
て
比
較
的
自
由
に
利

用
で
き
る
情
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四【
改
正
点
④
】

個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
不
正
提

供
・
盗
用
罪
の
新
設

　
改
正
前
は
、
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体

を
除
い
て
、
個
人
情
報
保
護
法
の
違
法
行

為
に
対
し
て
直
接
の
罰
則
は
な
く
、
主
務

大
臣
が
発
し
た
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に

個
人
情
報
保
護
法
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

規
定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
改
正
後
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
や

そ
の
従
業
者
等
が
、
業
務
に
関
し
て
取
り

扱
っ
た
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
不

正
な
利
益
を
図
る
目
的
で
提
供
ま
た
は
盗

用
し
た
場
合
に
は
、
罰
則
を
適
用
す
る
規

定
が
新
設
さ
れ
ま
し
た（
法
八
三
条
）。

　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
と
し
て
は
従
業

員
の
監
督
を
行
う
必
要
性
が
増
し
た
と
い

え
、
そ
の
意
味
で
注
意
す
べ
き
改
正
点
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

五
　
そ
の
他
の
改
正

　
そ
の
他
に
も
、【
改
正
点
⑤
】個
人
情
報

の
定
義
（
法
二
条
一
項
）
や
法
の
目
的
（
法

一
条
）の
明
確
化
、【
改
正
点
⑥
】個
人
情
報

保
護
委
員
会
の
新
設
（
法
四
〇
条
〜
四
三

条
参
照
）、【
改
正
点
⑦
】従
前
三
八
本
あ
っ

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
全
分
野
共
通
と
特
定

分
野（
金
融
・
電
気
通
信
・
医
療
）の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
へ
の
統
一
、【
改
正
点
⑧
】個
人

情
報
の
利
用
目
的
の
変
更
基
準
の
緩
和

（
法
一
五
条
二
項
）、【
改
正
点
⑨
】
個
人

デ
ー
タ
の
第
三
者
提
供
又
は
第
三
者
提
供

を
受
け
た
際
の
記
録
の
作
成
・
保
存
義
務

（
法
二
六
条
一
項
・
三
項
・
四
項
）、【
改
正

点
⑩
】
外
国
に
在
住
す
る
第
三
者
へ
の
個

人
情
報
提
供
の
際
に
予
め
本
人
の
同
意
が

必
要
と
さ
れ
た
こ
と（
法
二
四
条
）、【
改
正

点
⑪
】
届
出
義
務
の
新
設
（
法
二
三
条
二

項
）、【
改
正
点
⑫
】不
必
要
と
な
っ
た
個
人

デ
ー
タ
消
去
の
努
力
義
務
の
新
設
（
法
一

九
条
）
と
い
っ
た
改
正
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

第
三

　ま
と
め

　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
点
を
簡
単
に

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
従

前
は
対
象
者
で
な
か
っ
た
事
業
者
も
個
人

情
報
保
護
法
の
規
制
の
対
象
者
と
す
る
改

正
は
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
紙
面
の
関
係
で
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
ご
紹
介
し
た
改
正
点
以
外

に
も
個
人
情
報
保
護
法
上
の
規
制
は
存
在

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
個
人
情
報
保

護
法
改
正
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
Ｑ
＆
Ａ
、

個
人
情
報
保
護
法
関
係
の
書
籍
等
も
ご
覧

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
つ
い
て

弁
護
士

　羽
鳥

　正
靖

法律コラム
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二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
、
延
べ
面
積
二

〇
〇
〇
㎡
以
上
の
非
住
宅
の
新
築
な
ど
を

対
象
に
、
「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
に
係
わ

る
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義
務
化
さ
れ

た
。

　
こ
の
法
が
生
ま
れ
た
背
景
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

が
一
層
切
迫
し
て
き
た
こ
と
。
ま
た
産

業
・
運
輸
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
減
少

す
る
中
、
建
築
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

著
し
く
増
加
し
、
現
在
で
は
全
体
の
三
分

の
一
を
占
め
て
い
る
こ
と
。
以
上
の
こ
と

か
ら
建
築
の
省
エ
ネ
対
策
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
き
た
。

　
省
エ
ネ
基
準
と
は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
設
計
値
が
基
準
値
を
下
回
れ
ば
よ

い
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
」
と
は 

空
調
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
外
壁
、
窓
等

の
断
熱
化
に
よ
り
空
調
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
削
減
可
能
）
、
換
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
、
照
明
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
給
湯

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
昇
降
機
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
、
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量 

（
Ｏ
Ａ
機
器
等
）
の
合
計
か
ら
太
陽

光
発
電
設
備
等
に
よ
る
創
エ
ネ
量
を
引
い

た
も
の
を
言
う
。

　
建
物
省
エ
ネ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、

外
壁
、
窓
等
を
通
し
て
の
熱
の
損
失
防
止

を
す
る
。
空
調
、
照
明
等
の
設
備
は
、
同

じ
効
用
（
室
温
、
明
る
さ
等
）
を
得
る
た

め
に
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え

る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
等
に
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
化
石
燃
料

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
抑
え
る
こ

と
が
掲
げ
ら
れ
る
。

　
実
際
の
設
計
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
各
室
の
外

皮
・
設
備
仕
様
等
を
詳
細
に
入
力
し
計
算

す
る
の
だ
が
、
建
物
の
建
っ
て
い
る
地
域

（
風
土
）
、
固
有
な
デ
ザ
イ
ン
、
膨
大
な

建
築
材
料
を
考
え
る
と
大
変
な
作
業
と
な

る
。

　
こ
の
法
は
住
宅
を
含
め
て
対
象
は
段
階

的
に
拡
大
す
る
。
住
宅
に
つ
い
て
は
、
二

〇
二
〇
年
ま
で
に
標
準
的
な
新
築
住
宅

で
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
新
築
住
宅
の
平

均
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
の
実
現
を
目
指
す
。
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

新
築
公
共
建
築
物
等
で
、
二
〇
三
〇
年
ま

で
に
新
築
建
築
物
の
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ

ル
）
を
実
現
す
る
。

　
自
動
車
は
燃
費
を
考
え
て
き
た
が
、
建

物
も
燃
費
を
考
え
る
時
代
と
な
っ
て
き

た
。
省
エ
ネ
建
物
は
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
は
上
が
る
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

下
が
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
比

較
す
れ
ば
建
築
主
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

　
今
後
、
我
々
建
築
意
匠
設
計
を
業
と
す

る
設
計
事
務
所
は
建
築
材
料
・
設
備
だ
け

で
省
エ
ネ
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
建
築

デ
ザ
イ
ン
に
省
エ
ネ
を
反
映
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
省
エ
ネ
法
の
数
値
に
は
表
れ

な
い
が
、
建
物
の
中
に
自
然
の
風
、
光
を

取
り
入
れ
、
心
地
よ
い
空
間
を
つ
く
り
、

空
調
に
頼
ら
な
い
建
物
を
設
計
し
て
い
く

の
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

　
現
在
、
い
わ
ゆ
る
「
法
曹
」
と
呼
ば
れ

る
裁
判
官
、
検
察
官
及
び
弁
護
士
は
、
法

律
実
務
家
と
し
て
社
会
に
出
る
前
の
一
年

間
、
司
法
修
習
生
と
し
て
実
務
研
修
を
行

い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
平
成
二
九
年
四
月
一
九
日
、
司
法
修

習
生
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
す
る
改
正

裁
判
所
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正

法
は
、
同
年
一
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、

七
一
期
司
法
修
習
生
か
ら
適
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
修
習
給
付
金
の
種
類
に
は
、
基
本
給
付

金
、
住
居
給
付
金
（
家
賃
相
当
分
）
及
び

移
転
給
付
金
（
引
越
費
用
相
当
分
）
が
あ

り
ま
す
（
裁
判
所
法
六
七
条
の
二
第
二

項
）
。
そ
し
て
、
基
本
給
付
金
と
し
て
月

額
一
三
万
五
〇
〇
〇
円
（
司
法
修
習
生

の
修
習
給
付
金
の
給
付
に
関
す
る
規
則
二

条
一
項
）
、
住
宅
給
付
金
と
し
て
月
額
三

万
五
〇
〇
〇
円
（
同
規
則
四
条
二
項
）
、

移
転
給
付
金
と
し
て
「
最
高
裁
判
所
の
定

め
る
路
程
に
応
じ
た
別
表
の
定
額
に
よ
る

建
物
の
省
エ
ネ

有
限
会
社

　田
口
総
合
設
計

一
級
建
築
士

　田
口
恵
一

寄稿

司
法
修
習
費
用

　給
費
制
の
概
要

弁
護
士

　松
村
真
幸

寄稿

額
」
（
同
規
則
一
〇
条
。
群
馬
│
東
京

間
の
場
合
は
約
五
万
円
）
が
そ
れ
ぞ
れ
支

給
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
実
家
を
離
れ
、
ア
パ
ー

ト
を
借
り
て
司
法
修
習
に
臨
む
司
法
修
習

生
に
は
、
毎
月
一
七
万
円
の
修
習
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
司
法
修
習
費
用
給
費
制
が
初
め
て
成
立

し
た
の
は
、
約
七
〇
年
前
の
昭
和
二
二
年

に
ま
で
遡
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
裁

判
員
制
度
の
導
入
、
法
曹
人
口
の
拡
大
等

に
伴
い
、
財
政
負
担
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
と
し
て
平
成
二
三
年
に
一
度
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
廃
止
後
は
、
修
習
資
金
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
る
貸
与
制
に
移
行
し
、
新

六
五
期
か
ら
七
〇
期
ま
で
の
司
法
修
習
生

の
多
く
は
、
修
習
資
金
を
国
か
ら
借
り
て

司
法
修
習
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
他
か
ら
生
活
費
な
ど
を
賄
え
る
の
で
あ

れ
ば
修
習
資
金
を
借
り
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
司
法
修
習
生
に
は
修
習
専

念
義
務
（
裁
判
所
法
六
七
条
二
項
）
が
課

さ
れ
て
い
る
た
め
、
私
が
司
法
修
習
生
の

頃
は
、
原
則
的
に
兼
業
が
禁
止
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
す
と
、
司
法
修
習

に
臨
む
た
め
に
は
、
修
習
資
金
を
借
り
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
改
正
裁
判
所
法
に
よ
り
、
七
一
期
司
法

修
習
生
か
ら
は
経
済
的
支
援
と
い
う
側
面

か
ら
よ
り
司
法
修
習
に
専
念
で
き
る
環
境

は
整
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
六
五
期
か

ら
七
〇
期
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
谷
間
の
世

代
」
の
救
済
が
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。



努
力
す
る
ん
だ
。
」
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
大
人
で
あ

ろ
う
と
子
供
で
あ
ろ
う
と
、
ピ
ッ
チ
の
上
に

は
、
人
生
が
あ
る
。

　巻
頭
言
で
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
四
十
歳
に
な
る
節
目
の
年
で
す
。

い
つ
の
間
に
か
司
法
試
験
に
合
格
し
て
か
ら
一

〇
年
以
上
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
こ
の
あ

た
り
で
気
合
い
を
入
れ
て
勉
強
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
二
、
三

年
、
人
と
繋
が
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
過
ぎ
た
せ

い
か
集
中
力
や
書
籍
を
読
ん
だ
り
も
の
ご
と
を

ゆ
っ
く
り
考
え
た
り
す
る
能
力
が
衰
え
て
き
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　そ
こ
で
今
年
は
、
定
期
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
電
源
を
切
り
、
も
ち
ろ
ん
お
酒
も
見
え
な

い
と
こ
ろ
に
お
い
た
上
で
、
落
ち
着
い
て
勉
強

す
る
時
間
、
集
中
し
て
本
を
読
む
時
間
、
そ
し

て
ひ
と
り
で
じ
っ
く
り
と
将
来
の
こ
と
を
考
え

る
時
間
を
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、
年
始
に
は
想
像
し
て
い
な

か
っ
た
大
変
化
の
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
変
化

を
楽
し
め
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ

予
想
外
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
、
そ
ん
な
余

裕
も
な
く
一
日
が
終
わ
る
こ
と
も
。
で
も
、
ト

ラ
ブ
ル
は
急
に
起
こ
る
も
の
。
そ
れ
に
対
応
す

る
の
が
こ
の
業
務
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
臨
機

応
変
に
対
応
で
き
る
力
を
日
々
の
生
活
の
中
で

鍛
え
ら
れ
る
と
信
じ
、
お
休
み
を
い
た
だ
い
て

　新
年
と
い
っ
て
も
特
別
な
変
化
が
あ
る
は
ず

も
な
い
の
で
す
が
、
何
か
新
た
な
決
意
を
し
た

く
な
る
も
の
で
す
。
私
の
場
合
は
【
身
体
改

造
】
で
す
。
こ
こ
最
近
、
長
年
の
不
摂
生
と
運

動
不
足
か
ら
、
体
力
の
低
下
を
感
じ
ま
す
。
体

力
の
低
下
は
気
力
と
胆
力
の
低
下
を
招
き
ま

す
。
解
決
策
と
し
て
は
、
平
凡
で
す
が
「
歩

く
」
こ
と
に
し
ま
し
た
。
軽
登
山
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
魅
力
を
感
じ
ま
す
が
、

計
画
倒
れ
に
終
わ
り
そ
う
で
す
。
単
純
に
歩
く

こ
と
な
ら
、
心
が
け
次
第
で
日
々
の
生
活
に
お

い
て
実
践
で
き
そ
う
で
す
。

　仕
事
と
同
じ
で
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
狙
う
よ

り
、
地
道
に
ヒ
ッ
ト
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
と
は
い
え
、
せ
っ
か
ち
な
私
と
し
て

は
、
夏
の
請
地
だ
よ
り
に
て
「
体
力
に
自
信
が

つ
き
ま
し
た
！
」
と
皆
様
に
報
告
し
た
い
も
の

で
す
。

　長
男
が
五
年
生
に
な
り
、
今
年
は
土
日
の
多

く
が
サ
ッ
カ
ー
の
送
迎
と
観
戦
で
つ
ぶ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
全
く
後
悔
し
て
い
ま
せ
ん
。
子

供
の
サ
ッ
カ
ー
に
は
、
プ
ロ
の
試
合
以
上
に
観

て
い
て
面
白
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
た

だ
ひ
た
す
ら
ボ
ー
ル
を
蹴
る
楽
し
さ
を
求
め

て
、
必
死
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
子
供
達
を

観
て
い
る
だ
け
で
も
わ
く
わ
く
し
ま
す
が
、
そ

の
中
で
子
供
た
ち
が
成
長
す
る
瞬
間
を
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
何
よ
り
の
楽
し
み
で

す
。
サ
ッ
カ
ー
と
努
力
の
関
係
に
つ
い
て
、
リ

オ
ネ
ル
・
メ
ッ
シ
が
言
い
ま
し
た
。
「
努
力
す

れ
ば
報
わ
れ
る
？
違
う
だ
ろ
、
報
わ
れ
る
ま
で

い
る
間
も
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
？
今
日
こ
の
頃

で
す
。
今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
な
る
の
か
、
ど

ん
な
変
化
が
あ
っ
て
も
楽
し
め
る
余
裕
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
一
段
と
寒
い
冬
に

な
り
そ
う
で
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

　皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
度
か
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

群
馬
弁
護
士
会
常
議
員
の
任
期
が
、
本
年
三
月

末
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。
高
名
な
諸

先
生
方
の
下
、
末
席
で
小
さ
く
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
弁
護
士
会
の
会
務
に
関
す
る
意
思
決

定
過
程
に
参
与
し
、
諸
先
生
方
の
自
由
闊
達
に

行
わ
れ
る
議
論
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
も
、
ま
す
ま
す
当
事
務
所
の
業
務
に
邁

進
し
、
顧
客
の
皆
様
に
質
の
高
い
法
的
サ
ー
ビ

ス
を
ご
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
、
さ

ら
な
る
自
己
研
鑽
に
努
め
る
時
間
を
確
保
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
結

婚
後
一
年
間
を
無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

指
折
り
数
え
て
第
一
子
（
長
女
の
予
定
で
す
）

の
誕
生
を
待
つ
幸
せ
を
享
受
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　皆
様
の
良
き
相
談
者
で
あ
る
べ
き
こ
と
と
我

が
子
の
良
き
親
で
あ
る
べ
き
こ
と
の
両
立
が
、

今
後
、
私
が
長
き
に
わ
た
り
誠
心
誠
意
向
き
合

う
べ
き
課
題
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
い
か

に
し
て
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
て
い
る
の
か

に
つ
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
ご
教
示
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　昨
年
中
の
ご
愛
顧
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　事
務
所
に
入
所
し
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
な
か
で
、
日
々
の

業
務
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
寄
り
添
う
弁
護
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
寄
り
添
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
今
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

自
問
自
答
す
る
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。
弁
護

士
は
そ
の
人
の
人
間
力
が
大
き
く
問
わ
れ
る
職

業
で
あ
る
と
こ
の
一
年
で
改
め
て
実
感
し
て
い

ま
す
。
法
律
の
研
鑽
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

色
々
な
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
見
聞
を
広
め
、

人
と
し
て
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
寄
り
添
え
る
弁
護
士

に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　季
節
の
変
わ
り
目
に
は
風
邪
を
引
き
や
す
い

と
い
い
ま
す
が
、
年
の
変
わ
り
目
で
あ
る
昨
年

の
一
二
月
下
旬
に
酷
い
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　熱
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
喉
に
炎
症
が
生

じ
て
し
ま
い
一
週
間
ほ
ど
声
が
掠
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
声
が
掠
れ
る
の
は
初
め
て

で
し
た
の
で
、
慌
て
て
喉
に
良
い
ト
ロ
ー
チ
等

を
買
い
漁
っ
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
健
康

の
大
切
さ
と
体
調
管
理
の
重
要
性
を
再
確
認
し

た
次
第
で
す
。

　早
い
も
の
で
弁
護
士
登
録
か
ら
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
意
識
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
く
勉
強
の
日
々
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

　寒
い
日
々
が
続
き
ま
す
の
で
、
皆
様
も
ご
無

理
な
ど
な
さ
ら
ぬ
よ
う
ご
自
愛
下
さ
い
。

寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒
中
寒寒寒寒寒寒寒寒寒
中中中中中中中中中中中中中中中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
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